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第5回 公開講座 

地域課題 活動の魅力 
～不完全プランニングとプラスクリエイティブ

【なは市民協働大学院  第5回 公開講座】 
日時：2019年9月14日（土）14時～17時 
会場：なは市民協働プラザ2階会議室① 
参加：受講生 27名、サポメン 4名 
　　　那覇人Cheers 4名、一般 65名

第5回講座となる今回は、ステキな
ゲストを迎えた公開講座です！ 
一般の方の申し込みも65名の方が参
加し、総勢100名以上で楽しく学び
ました。 

学長挨拶 
まずは、なは市民協働大学院学長、
城間幹子市長から開会の学長挨拶が
ありました！この日も公務多忙な
中、駆けつけて頂きました。  

大学院についての説明 
なは市民協働大学院について、一般
の参加者にもわかりやすいよう、講
座内容の説明や、目的について説明
しました。 

大学院の概要説明を終え、いよいよ
永田宏和さん（KIITO副館長、NPO
プラスアーツ理事長）の講話です。 

永田宏和（ながた ひろかず） KIITO副センター長、NPO法人プラスアーツ理事長 
楽しみながら学ぶ新しい形の防災訓練『イザ！カエルキャラバン！』の開発をはじめ、子どもたち
が様々な分野のプロと協力して夢の街をつくる 『ちびっこうべ』や、高齢男性による『男・本気の

プロデュースしている。



永田さん講話： 
不完全プランニングと 
プラスクリエイティブ 
活動の芯となる考え方は、「地域活
性化」ではなく、「地域豊饒化」。
背伸びをするのではなく、今ある地
域の良さを生かし、育てるための活
動として、その中で活躍する人々を
「風」「水」「土」に例えて、わか
りやすく説明してくれました。 

「風」「水」「土」とは 
・「風」‥外から種（活動）を 
　　　　　つくり持ってくる 
・「水」‥種（活動）を育てる 
　　　　　風の人の応援団 
・「土」‥種（活動）を受け取り 
　　　　　その土地に根付かせる 

プログラムを作る際に気をつけてい
るのは、完全無欠の計画をするので
はなく、みんなが参加する余地があ
る「不完全プランニング」。 
そして楽しい、嬉しい、美味しい、
など、活動自体の魅力を確保する
「プラスクリエイティブ」の考え
方。 
これらをセットで考えることが重要
だといいます。 

 
そんな哲学から生まれた人気イベン
トとして、子どもたちがゼロからま
ちのプロに学びながら自分たちで夢
のまちをつくる「ちびっこうべ」、

る「男・本気のパン教室」などの取
り組みが紹介されました。 

そんな人材を育てるための「プラス
クリエイティブゼミ」も開催してい
るそうです。ゼミの教えは、「正し
い答えより楽しい答えがより正し
い」ということ。 

ただし、ただ楽しいばかりではあり
ません。クリエイティブゼミでも、
「きちんと課題を立てられるか」
「徹底的かつ画期的なリサーチがで
きるか」を重要なこととして強調す
るそうです。最近のリサーチはネッ
ト検索して終わるなど、浅いのが現
状 耳がいたい話です…。 

本当の課題は何か？にたどりつくに
は、リサーチのデザインも大切！な
によりも現場に足を運び、現場に耳
を傾けることが重要だといいます。
ただし、そこにも落とし穴があり、
ただ話を聞くだけでは深いリサーチ
とは言えません。なぜなら、インタ
ビューは「嘘をつくこともある」か
ら…本当に大切なこと、言いたいこ
とは、実は言葉の裏側にあることが
多いそうです。そんな相手の考えや
背景に気づけるよう「観察」するこ
とが1番のリサーチだったりすると
のアドバイス。 

 

課題解決の際には、先行事例の研究
も参考になるのですが、その際に
キーワードとなるのは「体験をデザ
インする」こと。似たような問題を
解決した「まちづくり」的な選考事
例を研究するよりも、似たような問
題が起こりそうだけど、うまくやれ
ている事例を探すことでヒントを得
られる！ 

例えば、病院のMRI検査が子どもた
ちに怖がられてしまう…どうしよ
う。そんなときにテーマパークを参
考に、MRIを海賊船に見立てたデザ
インにして、ストーリー仕立てで検
査をおこなうようにしたところ、子
どもたちが喜んで検査するように
なった！という例もあるそうです。 
これは目から鱗です。 

あとは、案をだしたりアイデアを練
る際に、防御的にならないこと。シ
ナジー（相乗効果）を生み出すため
には、コミュニケーションレベルを
上げること。これはチームの中で
も、地域の中でもそうですね。 

と、たくさんの事例とともに、魅力
的な活動のコツをたくさん教えてい
ただきました。ここでは紹介しきれ
ないほどたくさんのステキな事例が
ありました！ 

振り返りと質疑応答 
お話を聞いた後は、自分の中に学び
を落とし込む時間です。 

ふりかえり１ 
まずは「印象に残ったこと、自分に
とって新しかったアイディアは何で
すか？」というテーマで、三人一組
となって感想共有と質疑応答をしま
した。その後、いくつかの質問と答
えを共有します。 

 

Q. 土、水、風、兼ねる人もいるので
はないか 

そう思う。水と風を兼ねてる人も
いる。そういう人は霧の人と呼んで
いる。それ以外にも光の人というの
もあって、これはメディアや発信す
ることで光を当てることができる
人。沢山の役割の人がいることで、
地域はなりたつ。 

Q. 風の人が足りないので、食うに困
らないと言っていたが、どういうこ
とか 

風の人の需要はある。そういう人
材を様々な業界が求めている。 



実は、1日限りのイベントなどプログ
ラムは作れても、その後のインパク
トまで考慮し、長期的な取り組みと
なるプロジェクトを作れる人は少な
い。プロジェクトを作れる人材を作
れるようになれば、雇用してくれる
先もあるので、食うに困らないと
思っている。言い換えると、風の人
とはプロジェクトを作れる人かもし
れない。 

雇用先として、現在KIITOスタッフ
では限界があるが、それとは別でス
クール、インターンを迎えて研修を
行い、人材育成をして風の人を育て
る努力をしている。風の人になるた
めに外せない条件は、現場やプロ
ジェクトを経験していること。その
経験を提供できるように機会を与え
ている。 

 

Q. プロジェクトを作るために、どの
ような研修をしているのか 

ゼロから課題立て、ワークショッ
プ、アクションプランを事業化させ
るプロセスをフォローアップしてい
る。風の人の立場として今一番近い
のが地域おこし協力隊だと思うが、
必要な現場の経験や、立場に関する
理解が足りていない場合がおおい。
経験者に会うことがあるが、水、
土、風の話や研修を、派遣前に行っ
て欲しかったと言われることが多々
ある。 

Q.自分は水の人を目指しているのだ
が、運んでくるタネを選定すること
も仕事の１つだと思っている。それ
についてどう考えているか。 

タネの目利きも大事だが、風の目
利きも大事。風の人風（ふう）の人

ことも確かに大切。水の人の最大の
スキルは水のやり方。支援をすると

いうこと。水をやりすぎてる場合も
多々ある。水をやりすぎると根腐れ
する。つまり、土の人の主体性を
奪ってしまう。なので、最初はしっ
かり支援するが、水の量を減らした
りと、調整することが大事。上手く
お願いしたり、役割を与えるのが上
手い人が良い。 

Q. 土がボロボロとなっている状態に
ついて話を聞くのはショックだが、
大事な視点だと思った。自分の地域
を振り返ると、土が無くなってきて
いるようにも感じる。今後いかに地
域の人、土の人を巻き込むのが大事
じゃないかと思った。 

何もしないとやはりタネは育たな
い。タネから何かが育つ事で、ほか
の土も豊かになっていくプロセスが

い例。スーパーで小麦粉見ると買っ
てしまうなど。笑 

り、木工し出したりと、前向きにな
る。ポジティブになる。ダイレクト
に解決なんてない。プロセスの中で
色んな事が解決されていることもあ
る。小さい視野ではなくて、大きな
視野でみること。 

 

Q. 情熱と愛情と場数が大事だと言っ
ていたが？ 

実は情熱と愛情の２つでいい。場
数については、数回だと諦めちゃう
人が多いので、だからこそ細くでも
長く続けていくことが大事。そんな
場をどう作るかも大事。難しいけ
ど、試すことも大事なので、地域で
失敗を許してくれないことも多い。
風の人を育てようと思うと愛情や許
容さが大切。宮城さんやこの場や若
狭公民館が存在している事、それが
許容さを示していると思う。 

補足だが、そういう環境や場を作れ
るのは行政だったりする。みんなの
中には行政も入っている。 
あとは、モニタリングもかなり大
切。失敗も成功も含めて効果を検証
すること。失敗を語り合うワーク
ショップも流行っている。 

ふりかえり２ 
ふりかえり2は、お話をきいて「活か
せそうなこと、どう活かしていきた
いか」「これから活かしていきたい
こと、活かしたい場面はどこか」を
テーマに話あいました。 

 

Q. 自治会役員として4,5年活動して
いる中で、まだ1人で全てをこなして
いる感がある。うまく人に頼れる方
法はあるのか。 

宮城潤さん（若狭公民館館長）に
聞いた方がよい。笑 
というのも、弱い方が助けられやす
い。思いや芯が強いのは大事だが、
ちょっと頼りないとか弱そうなの大
事。強そうだったり、しっかりし過
ぎてると周りは大丈夫だと思っちゃ
う。助けてほしいと言うのは恥ずか
しいと言う声もあるが、1回くらい
言ってみてほしい。1回も言ったこ
と無い人が、実は多い。 

Q. 今大学院では、課題設定の段階。
課題設定の上で大切な事は何か？ 

普段から物事をどうみているか。
そして、今課題だと思っていること
を本当かどうか疑ってみることが大
事。本質を突き詰めるためにリサー
チを繰り返す事も大事。課題設定を
間違うと、どんだけ良いリサーチし
ても、どんなに良い企画をしても意
味がなくなってしまう。 
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Q. 生協に勤めているが、地域と企
業、市民組織とのコラボレーショ
ン、シナジーはどう生み出せるだろ
うか。自発的に参加する人が増えな
いという悩みがある。 

他府県では生協が主催してカエル
キャラバンをしている場合もある。
地域との接点づくりが大事。垣根を
越えるタイミングがいつかは必要で
ある。テーマの設定も大事で、防災
や子どもの貧困など、より多くの人
に関係があり、お互いが混ざれるよ
うな取り組み方が大事。そういうプ
ログラム作りを心がけてみると良い
かも。 

 

Q. プログラムではなくプロジェクト
ということについて詳しく教えてほ
しい。 

プログラムはその日1日かぎりのこ
と。プロジェクトには前後がある長
期的なプロセスである。その一部が
イベントであっても良いが、イベン
トがゴールじゃない。プログラムで
はなく、プロジェクトとはそういう
長期的な目線が大事という事。 

Q. ちびっこうべのペルソナ（想定対
象者）はどう考えていたのか。今、
私自身はこども食堂をしているのだ
が、おじいちゃんやおばあちゃんも
参加してもらっているが、お客さん
になってしまっているということに
気づいた。もっと主体として巻き込
みたい。どうやったら地域が混ざる
のか。 

ちびっこうべの事例で話すと、こ
どもたちに学校では学べない創造教
育を！というテーマで取り組んでい
る。しかし、関わってる人みんなに

プラスがある。良い事業というのは
ターゲットのためかもしれないが、
実は全ての関わる人のプラスになる
こと。 
みんなを巻き込むには、よりクリエ
イティブの要素を強く打ち出すこと
が大切かもしれない。そうすると、
大変な事もあるけど、巻き込み始め
ると誰もやらされてる感がない。こ
ども食堂でもそうで、もっと主役に
なってもらえる仕組みを考えたりす
るのは良い。食は強い。良いステー
ジを用意して、みんなに踊ってもら
おうという気持ちで取り組んでみ
て。 

 

Q. 学校宛へチラシを配って企画への
参加を呼びかけることもあるのだ
が、学校への負担があったりする。
どうこどもたちにアプローチ、集客
しているのか。また、引きこもりに
ついて取り組みや事例あるか。 

実は、神戸の方が人集めが大変。
先生達の雑用減らすなどの背景があ
り、市長の意向で小学校チラシ配布
禁止となっている。ちびっこうべも
全校に配っていたができなくなっ
た。今は近隣へ丁寧にアプローチし
ている。折り込みもやった事あるが
効果は薄かった。電話もN Gにな
り、どうやって届けたら良いのか悩
んでいる。SNS便利だが、情報がす
ぐに流れていってしまう。告知や集
客は主催者が頑張るべきポイント。 
障がいのある人を対象としたイベン
トなどについては、専門性が無い分
まだアプローチできてない。過去の
経験としては、ネイチャーキャン
プ、森の中でアーティストと一緒に
キャンプする企画では、発達障がい
を持つ子どもたちも自然に参加でき
ていて良かった。 

3時間の長丁場でしたが、それを感
じさせないくらい面白くわかりやす
いお話、そして、これから何ができ
るだろう！とワクワクする内容でし
た。 
受講生のみなさんも、一般参加の皆
さんにとっても満足度の高い講座内
容となったようです。 

さて、次回の講座はいよいよ合宿！
課題を見極めて、企画を立てていき
ますよ！ 
永田さんからのアドバイスを実践し
ていけるよう、楽しみながら頑張り
ましょう！ 

日時：10月19日（土）9:00 
　　　～ 10月20日（日）12:00 

会場：森の家みんみん/現地集合 
持ち物： 
・これまでの資料 
・着替え等 
・タオル、石鹸、シャンプー等 
・汚れてもいい服装 
・保険証 
・虫除け等もあった方がいい 

食事 
・1日目お昼は持参 
・お米ひとり１合持参 
・夕食はチームごとにカレー対
決を行います 
  各チーム材料費3,000円 
  （８人前をつくる） 

＜注意事項＞ 
・駐車場に限りがあるため、公
共交通機関のご利用にご協力く
ださい 
・サポメンは、参加費実費（ス
ポーツ安全保険、リネン代、食
材費等）1,650円を徴収します。 
・事前にカレー材料費を受け取
りできないグループは、チームで
立て替えていただき、当日お支
払いします。 

第6回 
企画づくり強化合宿


